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■■  ははじじめめにに  
大規模農業は地域の環境問題を引き起こすだけでなく、

温室効果ガスの発生源として地球規模の気候変動にも強
く影響していることが明らかとなりつつある。マレーシアで
は、アブラヤシのプランテーション農業の拡大による熱帯
雨林の伐採、農地や搾油工場から出される廃棄物や廃水
からの二酸化炭素やメタンなどの温室効果ガスの発生が
大きな問題となっている。廃水は活性汚泥などの微生物
を用いることで処理することができるが、現状の技術では
処理コストが高くつき、発展途上地域での導入は難しい。
しかし藻には市場ニーズの高い液体燃料や栄養色素を
生産できる種類がおり、藻で廃水中の窒素成分や炭素成
分、リン成分を消費させつつ、燃料や化成品の原料を生
産することができれば（図）、温室効果ガスの発生量を抑
えた環境負荷の少ない熱帯プランテーション農業や発展
途上地域における新たな産業の創出が期待できる。 

 
■■  活活動動内内容容  
１．アブラヤシ古木の樹液を用いた有用藻類の培養 

マレーシアのアブラヤシ農園では、年間1500万トンの
古木が発生し、農園内に放棄されている。古木には重量
あたり７割にものぼる大量の樹液が蓄えられており、この
樹液には糖やアミノ酸など、微生物を繁殖させる有機物が
豊富に含まれている[1]。そこでアブラヤシ古木からの燃
料ペレット製造の副産物として排出される樹液を用いて商
業利用されている数種の藻類株の培養試験を実施した
（図）。樹液原液中ではどの藻類株も増殖できなかったが、
樹液を２倍以上に希釈することで、ユーグレナやクロレラ
を含むほとんどの藻類株が増殖できるようになった[2, 3]。
特にサプリメント原料となるクロレラでは無機塩培地と比べ
て、希釈した樹液中での細胞密度が約３０倍増加した。ま
たクロレラの細胞増殖にともない、樹液に含まれる糖や窒
素成分、リン成分などの有機物量を消費させることができ、
藻類で有機物を吸収しつつ、物質生産が可能であること
が示された。 
 
２．メタン発酵消化液を用いた有用藻類の培養 

アブラヤシ古木の樹液や搾油工場から出る廃水は微生
物発酵を介して燃料となるメタンガスを生産することができ
る（図）。しかしメタン発酵後の培養液（発酵消化液）にはま
だ有機物が残っており、廃水処理が必要となる。このメタ
ン発酵消化液を用いて、クロレラの培養試験を行った(図)。

その結果、メタン発酵消化液だけでは増殖阻害が見られ
るが、希釈や不足しているミネラルの添加など培養条件を
最適化することで、無機塩培地と同程度まで増殖が促進
することができた。樹液に加え、発酵消化液でも有用藻類
を培養可能であることが分かった。 

 
３. 自然環境中からの有用藻類の獲得と培養条件の検討
による生産能の向上 

湖、沼、川などで採集した水サンプルの中からオイルパ
ーム古木の樹液や加工工場の廃水でも旺盛に増殖できる
藻を見つけ出し、その中から燃料や化成品の原料の生産
能力が高い藻を選抜した[4]。また光や温度などの培養条
件の最適化を通して、生産能力を引き上げた。自然環境
中から商業利用株以上の能力をもった株が獲得でき、培
養条件の最適化によって、さらに生産能力が上昇すること
が明らかとなった。 

図 熱帯農業の環境問題と有用藻による水質浄化技術の提案 
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